
 ○ ６,６８５,３００円（十円単位の切捨て）  × ６,６８４,２００円（切捨て以外の処理）

 ○ ６,６８５,０００円（百円単位の切捨て）

 ○ ６,６８０,０００円（千円単位の切捨て）

（正しい例） （誤った例）

 ○ ６,６８５,３５８円（端数処理無し）  × ６,６００,０００円（万単位の切捨て）

 ○ ６,６８５,３５０円（円単位の切捨て）  × ６,０００,０００円（十万単位の切捨て）

工事価格（まるめ） 6,680,000 ※入札金額

【端数処理（まるめ）の例】

積算金額 ６,６８５,３５８円（税抜き）の場合

一般管理費 200,000 Ｄ

工事価格（税抜き） 6,685,358 Ｅ＝（Ａ+Ｂ+Ｃ+Ｄ）

共通仮設費 300,100 Ｂ

現場管理費 450,200 Ｃ

直接工事費 5,735,058 Ａ＝（a+b+c+d)

舗装工 1 式 3,200,000 a

雑工 1 式 100,000 b

準備工 1 式 1,200,058 a

土工 1 式 1,235,000 b

入 札 番 号 第　00-001-002-003　号

入 札 件 名 ○○○○　工事

工　　種　　等 数量 単位 金額（円） 備　　　　考

会 社 名 株式会社浪江

代 表 者 名 浪江　太郎 ㊞

工 事 費 内 訳 書

（浪江町様式）

浪江町長　吉田　栄光 様

住 所 福島県双葉郡浪江町大字幾世橋字六反田7番地2

分類できない工種がある場合には、必要に応じて
行を追加して記入してください。
ただし、基本的な工種が入力してある行の削除に
ついては行わないでください。

記入例

代表者印を押印し
てください。

《注意》 一括値引きは行わないでください。 （例）値引き 一式 ▲３００,

の枠内を記入し
てください。記入漏
れは無効な入札とな
ります。

※入札書に記入する金額にな
り
ます。

基本的な項目はすでに
入力済みとなっていま

す。

金額を入力する際、小数点以下は入力しない
でください。エクセル上で整数表示された場
合でも、小数点以下が表示されず、計算が合
わなくなる場合がありますのでご注意くださ
い。また、提出前の検算は必ず行ってくださ
い。



　　　及び２回目以降の再入札に参加することはできません。

　　　内訳書の提出がない場合は無効な入札となりますので十分注意してください。

　４.再入札における内訳書の取扱い

　　　①１回目の入札の結果において、落札者が決定せず、直ちに再度の入札を実施した場合

　　　は、内訳書の提出は求めません。

　　　②１回目の入札において、内訳書の提出がない等、無効な入札となった場合は、くじ引き

　　　具体的な例は、別紙記入例のとおりとします。

　　　　入札書における「入札金額」と内訳書における「工事価格（まるめ）」は、必ず一致

　　　させてください。一致しない場合は無効となるので十分注意してください。

　３．内訳書の提出方法

　　　　入札書、内訳書の順に揃え、左肩をホチキス止めし、提出してください。（封筒不要）

　　　　・一括値引きの項目が計上されているもの。 

　２.入札書の作成にかかる留意事項

　　　　入札書に記載する入札金額につきましては、内訳書により積算された税抜き額

　　　（内訳書の工事価格（まるめ）欄に記載した金額）となります。

　　　　積算された金額には端数が生じる場合があることから、入札書へ記載する際に１万円

　　　未満の端数処理（１円から千円の位における切捨て）を行うことは、認められます。

　　　　・内訳書の提出のないもの。

　　　　・浪江町で指定した様式でないもの。

　　　　・押印（代表者印）のないもの。

　　　　・入札書の金額と内訳書の金額が一致しないもの。

　　　　・指定した項目を削除したもの。

　　　　・指定した項目に空欄のあるもの。

　　　　ただし、基本的な工種が入力してある行の削除は行わないでください。

　　　③内訳書において、工事価格での一括値引きは積算根拠が不明確であるため、行わない

　　　でください。値引きする場合は、必ず工種毎に値引き後の金額を記載してください。

　　　④内訳書に計算の間違いや不備がある場合は、無効な入札となる場合があるので、

　　　提出前に必ず検算を行うようにしてください。

　　　（無効な入札の例）

　　　提供する様式においては、入札番号、入札件名等の基本事項について入力済みの状態

　　　となっていますので、会社名及び積算金額の内訳を記入してください。

　　　　なお、指定された内訳書と異なる内容の書類が添付された場合は、無効な入札と

　　　なりますので、十分注意してください。

　　　②直接工事費の基本的な工種は入力してありますが、これに分類できない工種が

　　　ある場合には、必要に応じて追加してください。

工事費内訳書を作成する際の留意点

　工事費内訳書（以下、内訳書）は、入札参加者が適切に積算しているかどうかを判断する

上で重要な書類ですので、その作成にあたっては以下の点に十分留意願います。

　１.内訳書の記入

　　　①内訳書の様式は、個別の工事毎に配布されたもの（浪江町様式）を提出願います。



③ 2.00

③ 2

準備工 5.40
実は、エクセル内部で左表の計算を
していた。

① 1.20

② 2.20

繰上げて”１１”と表示される。

例２の計算をしてしまう主な事例

準備工 5 エクセル上で、表面上整数であることだけ
を見て、結果を工事費内訳書に貼りつけ
た。

① 1

② 2

舗装工 2.00 舗装工 2.20

合計 10.00 合計 10.80

準備工 5.00 準備工 5.40

土工 3.00 土工 3.20

実は、エクセル内部で下表のような計算がされている。

例１ 例２

工　　種　　等 金額（円） 工　　種　　等 金額（円）

合計 10 合計 11

同じ計算をしているはずが、合計が違う。

なぜ、違ってしまうか？

土工 3 土工 3

舗装工 2 舗装工 2

工　　種　　等 金額（円） 工　　種　　等 金額（円）

準備工 5 準備工 5

エクセル上での計算の注意点

金額は必ず「整数」で入力してください。

”オートSUM”を使って計算をする場合の注意点

例１ 例２


